
 

 

 

  

                      
「ありのまま」を大切に                            校長 木村 知広 

９月１日から２学期の教育活動が始まりました。皆さんが元気に登校する姿を見

て安心しましたが、学期が始まるにあたり、不安なことや気になることがありまし

たら、担任の先生や学年の先生に遠慮なく相談して、よいスタートをきりましょう。 

また、２学期は、９年生にとって「進路決定に向けての準備を完了させる学期」、

８年生にとって「学校の中心として自覚をもって活躍する学期」、７年生にとって

「学びを生かしてチャレンジする学期」となります。さらに、学年・クラスの仲間

とともに作り上げる学校行事も控えています。ぜひ、夏季休業で努力したこと、頑張ったこと、学

んだこと、考えたこと等の経験を生かすとともに、下記の『目標実現に向けて大切にすること』を改

めて心にとめながら、個人・集団の目標実現に向けて、そして個人・クラス・クラスという集団の

成長に向けて、みんなで協力しながら素晴らしい２学期をつくっていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

さて、１学期始業式等で皆さんに大切にしてほ

しいと伝えたことを振り返ります。皆さん自身が

幸せを実感するためには、右に示した「幸せの４因

子」が重要であるから、【夢や目標を持ち、人との

つながりを大切にしていて、思いやりがあって、ポ

ジティブで、自分らしく生きていくことができる

赤塚第二中学校にしましょう。】と伝えました。特

に、今学期は「ありのまま」を大切にしてほしいと

考え、人目を気にせず、自分らしく生きていけるこ

とが大切であるという、映画『グレイテスト・ショ

ーマン』と歌『THIS IS ME』を紹介します。 

映画は２０１７年に公開されました。主人公バ

ーナムは、妻と娘たちに豊かな暮らしをさせたいと願う彼は、仕事が倒産したことを機に再出発し

ます。バーナムは世間から隠れて生きる「オンリーワン」の個性を持った人々（小人症の男性、髭

のある女性など）を集め、誰も見たことのないショーを開演させます。ショーは大盛況となります

が、上流階級からは「悪趣味」と激しい批判を浴びることもありました。さらに名声にとらわれた

バーナムは、高名なオペラ歌手との共演を進める中で、初期からの仲間や家族との絆を見失いかけ

てしまい、やがて大きなスキャンダルや劇場の火災に見舞われ、財産も信頼も失います。しかし、

支えてくれる仲間や家族の本当の愛に気づいた彼は、再び原点に戻り、人生と絆を取り戻していく

という映画です。この映画の中で、髭のある女性役を演じたキアラ・セトルさんは、他者からの批

判や自分の傷、欠点を恥じる必要はなく、そのままの自分で堂々と生きる強い意志を『THIS IS ME』

という歌を通して伝えています。※下のリンクから確認できます。 

 

This Is Me     https://www.youtube.com/watch?v=CjxugyZCfuw 

This Is Me 和訳  https://www.youtube.com/watch?v=ydoAIdx4c1Y 
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【目標実現に向けて大切にすること】 
① 目標を常に見据え、自ら学び・考え・判断し・責任をもって行動すること 
② 自らの言動を常に振り返り、自分を信じ、ねばり強く挑戦を続けること 
③ 違いを認める心、思いやりの心、感謝の心をもって、多様な人と協働すること 
④ 自分のことは自分でやること（人のせいにしない） 
⑤ 目標実現に向けて、個性を活かしながら団結し、協力すること 
 
①理想の自分の姿をしっかり見据えた上で、その実現に向けて自ら学び・考え・判断し・行動すること 
②理想とする自分の姿に近づけたかどうかを常に振り返り、自分の弱さを克服しながら、ねばり強く挑戦し
つづけること 
③一人一人の個性などの違いを認める心と温かい思いやりの心をもって人と接すること 
④自分を支えてくれるすべての人々に感謝の心をもって、日々生活すること 

https://www.youtube.com/watch?v=CjxugyZCfuw
https://www.youtube.com/watch?v=ydoAIdx4c1Y


特に歌の最後の歌詞が印象的です。 

♪ 気をつけなさい、私が行くわよ  

自分で叩くビートにのって進むの 

見られることは恐れない  

謝ったりしないわ、これが私だもの 

洪水をおこして 溺れさせてあげるわ 

これが私よ ♪ 

 

この『THIS IS ME』のように、人と違うことを恥じる必要はなく、胸を張って自分らしく生きる

ことが大切です。ありのままの自分を大切にするとともに、『目標実現に向けて大切にすること』も

大切にして、幸せを実現する２学期にしてください。そして、何か不安なこと、わからないことな

どが出てきたら、気持ちを前向きにできるよう、先生方、ご家族、信頼のおける大人、友人等に相

談してください。皆さんの頑張りを期待しています。 

 

 

 

  

令和８年４月に９学年生徒を対象に、国語・数学・英語の学力調査と学習状況調査を実施しまし

た。本校の調査結果は下記のとおりとなりました。  

 国語（正答率％） 数学（正答率％） 英語（IRTスコア） 

赤塚第二中学校 ７０ ６７ ５４３ 

東京都（公立） ６８ ６２ ５３０ 

全国（公立） ６３.９ ５７ ４９９ 

本校の平均正答率・IRTを東京都（公立）および全国（公立）と比較すると、全ての教科で上回

っており、特に全国（公立）を比較すると大幅に上回る結果となりました。日頃の授業では、前

向きな姿勢で一生懸命努力する姿を見ていますので、その学習態度が結果に表れてきていると考

えています。また、結果をさらに分析すると、どの教科も自分の考えを記述することを苦手にし

ている傾向があることが分かりました。現在一人一台端末を活用して自ら考え・判断し・表現す

る学習活動の充実を図ってきておりますので、さらに生徒が主体的に学習に取り組む活動や自身

の考えを伝える活動、学びの成果を語る機会の充実を図るなどの授業革新をさらに進め、更なる

学力向上を図って参ります。 
※IRTとは、国際的な学力調査（PISAなど）で採用されているテスト理論です。 この理論を使うと、異な

る問題から構成される試験・調査の結果を、同じものさし（尺度）で 比較できます。生徒の正答・誤

答が、問題の特性（難易度、測定精度）によるのか、生徒の学力によるのかを 区別して分析し、児童

生徒の学力スコアを推定する統計理論です。 

 

一方、質問紙調査からは、下記のとおり、本校生徒の特徴や教育活動の成果が表れました。 
①当てはまる②どちらかといえば当てはまる③どちらかといえば当てはまらない④当てはまらない 

 [肯定]①と②の合計 [否定]③と④の合計 東京：東京都（公立） 全国：全国（公立） 

質問 校種 ① ② ③ ④ 肯定 否定 

学校に行くのは楽しいと思いますか 赤二 63.9 27.3 6.0 2.8 91.2 8.8 

東京 46.1 39.6 9.8 4.1 85.7 13.9 

全国 45.2 40.2 10.1 4.1 85.4 14.2 

普段の生活の中で、幸せな気持ちになることはど

れくらいありますか 

①よくある  ②ときどきある 

③あまりない ④全くない 

赤二 64.4 31.0 4.2 0.0 95.4 4.2 

東京 48.1 42.9 7.8 0.9 91.0 8.7 

全国 46.1 44.9 7.9 0.8 91.0 8.7 



質問 校種 ① ② ③ ④ 肯定 否定 

友達関係に満足していますか 赤二 65.7 28.7 2.8 2.3 94.4 5.1 

東京 56.5 34.6 6.6 1.8 91.1 8.4 

全国 56.5 34.7 6.5 1.7 91.2 8.2 

あなたの学級では、人と違う意見を言っても否定

されないと思いますか 

※「どちらともいえない」を割愛 

赤二 54.6 29.2 3.2 1.4 83.8 4.6 

東京 34.8 33.7 3.9 2.1 68.5 6.0 

全国 34.2 33.3 3.8 2.0 67.5 5.8 

先生は、あなたのよいところを認めてくれている

と思いますか 

 

赤二 52.3 40.3 4.2 2.8 92.6 7.0 

東京 44.9 44.7 7.4 2.7 89.6 10.1 

全国 46.7 44.2 6.4 2.3 90.9 8.5 

困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大

人にいつでも相談できますか 

 

赤二 50.5 32.4 10.6 6.5 82.9 17.1 

東京 34.6 37.6 18.1 9.5 72.2 27.6 

全国 33.4 38.5 18.9 9.0 71.9 27.9 

自分には、よいところがあると思いますか 赤二 52.3 33.8 11.1 2.3 86.1 13.4 

東京 44.4 40.3 10.6 4.4 84.7 15.0 

全国 41.0 43.0 11.3 4.5 84.0 15.8 

分からないことや詳しく知りたいことがあったと

きに、自分で学び方を考え、工夫することができて

いますか                    

赤二 41.2 41.2 13.0 4.2 82.4 17.2 

東京 29.0 50.2 17.6 2.7 79.2 20.3 

全国 27.4 50.8 18.6 2.7 78.2 21.3 

学習した内容について、分かった点やよく分から

なかった点を見直し、次の学習につなげることが

できていますか               

赤二 48.6 37.5 12.0 1.9 86.1 13.9 

東京 30.8 49.5 16.0 3.0 80.3 19.0 

全国 29.3 49.7 17.2 3.2 79.0 20.4 

授業や学校生活では、友達や周りの人の考えを大

切にして、お互いに協力しながら課題の解決に取

り組んでいますか      

赤二 66.7 28.7 3.7 0.9 95.4 4.6 

東京 49.0 43.4 5.0 1.4 92.4 6.4 

全国 49.0 43.4 5.0 1.4 92.4 6.4 

学級の生徒との間で話し合う活動を通じて、自分

の考えを深めたり、新たな考え方に気づいたりす

ることができていますか 

赤二 55.6 35.2 7.4 0.9 90.8 8.3 

東京 40.7 46.7 8.9 2.2 87.4 11.1 

全国 39.6 47.4 9.1 2.3 87.0 11.4 

授業で学んだことを、次の学習や実生活に結びつ

けて考えたり、生かしたりすることができると思

いますか        

赤二 48.1 37.0 10.6 3.2 85.1 13.8 

東京 29.9 49.3 16.0 3.8 79.2 19.8 

全国 28.3 49.7 17.1 3.9 78.0 21.0 

自分と違う意見について考えるのは楽しいと思い

ますか        

 

赤二 51.4 33.3 10.6 4.6 84.7 15.2 

東京 34.8 44.6 16.1 4.0 79.4 20.1 

全国 32.0 46.6 17.0 3.8 78.6 20.8 

道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級やグ

ループで話し合ったりする活動に取り組んでいま

すか          

赤二 69.0 26.4 3.2 1.4 95.4 4.6 

東京 54.7 38.1 4.6 1.5 92.8 6.1 

全国 50.7 40.6 5.7 1.9 91.3 7.6 

 



 

質問 校種 ① ② ③ ④ 肯定 否定 

先生は、授業やテストで間違えたところや、理解

していないところについて、分かるまで教えてく

れていると思いますか         

赤二 42.6 44.0 12.5 0.5 86.6 13.0 

東京 35.1 49.2 11.7 3.0 84.3 12.0 

全国 37.4 47.8 11.1 2.7 85.2 13.8 

将来の夢や目標を持っていますか 赤二 47.2 24.5 15.3 12.5 71.7 27.8 

東京 36.7 30.0 20.5 12.4 66.7 32.9 

全国 37.4 30.2 20.5 11.5 67.6 32.0 

地域や社会をよくするために何かしてみたいと思

いますか 
赤二 32.4 42.1 19.0 6.5 74.5 25.5 

東京 22.0 48.3 22.0 7.5 70.3 29.5 

全国 22.1 50.2 21.2 6.4 72.3 27.6 

９年生の多くが、「学校へ行くのは楽しい」「幸せな気持ちになる」をはじめ、多くの設問で当て

はまると回答した割合や肯定的な回答の割合が高いことは、大変嬉しいことです。特に昨年度から

幸せの４因子「やってみよう・ありがとう・なんとかなる・ありのまま」を大切にしてきた成果に

加え、目標実現に向けて大切にすることとして、『（自律）目標を常に見据え、自ら学び・考え・判

断し・責任をもって行動すること／自らの言動を常に振り返り、自分を信じ、ねばり強く挑戦を続

けること／違いを認める心、思いやりの心、感謝の心をもって、多様な人と協働すること』『（自立）

自分のことは自分でやること（人のせいにしない）』『（協働）目標実現に向けて、個性を活かしなが

ら団結し、協力すること』大切にしてきた成果が結びついていると実感しております。今回掲載し

ていない設問の回答も分析を進め、今後の学校運営、生徒指導等の改善に努めてまいります。 

また、「自分にはよいところがあると思いますか」に当てはまると回答した生徒が 52.3%、「先生

はあなたのよいところを認めてくれていると思いますか」に当てはまると回答した生徒が 52.3％

もいるということは、年度当初の保護者会でお願いしたとおり、教職員・保護者を含めた大人が生

徒の努力や頑張りをより積極的に「認め・褒め・励ます」ことができた成果であると考えておりま

す。学力と自己肯定感には一定の相関関係があると言われておりますので、今後もお子様の頑張り

をより積極的に「認め・褒め・励まし」ていただきますよう、お願いいたします。 

 

 

 

〇第６５回東京都中学校総合体育大会陸上競技 男子共通 110mH 第５位 

〇第７９回東京都中学校陸上競技選手権大会  男子共通 110mH 第５位 

○第６６回東京都中学校吹奏楽コンクール Ｂ組 銀賞 

〇第７９回区民スポーツ大会 バドミントン２部女子シングルス 第３位 

 

赤二中日記 

本校ホームページの赤二中日記では、学校行事等の様子を

公開しています。右の QR コードもしくは下記の URL からご

確認ください。また、玄関にも生徒の活躍等をサイネージと

して公開しています。ご来校の際にはぜひご覧ください。 

https://www.ita.ed.jp/swas/index.php?id=1320142&frame=weblog 

 

生徒の活躍

【教職員の変更のお知らせ】 
９月より育業中の渡邉典子教諭が復帰することに伴い、７学年国語科を担当していた冨沢真萌

教諭は任期満了となりました。７学年国語科は、渡邉典子教諭に担当を変更いたします。 

https://www.ita.ed.jp/swas/index.php?id=1320142&frame=weblog

